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論　文　の　内　容　の　要　旨
　活動銀河中心核（Active Galactic Nucleus：AGN）は，中心が直接見えるものを  型，何らかの遮蔽物
質によって隠されているものを 2 型と分類されている。これまで，AGN タイプの違いは，AGN の中心部分
取り巻く遮蔽ガストーラスに対する見込み角で決まるという AGN 統一モデル（AGN GUT）で理解されて
きた。しかし，AGN を遮蔽する物質の起源や分布は明らかにされていない。
　一方で近年，AGN 周囲には爆発的星形成活動を伴うものが多数発見され始めている。特に，2 型 AGN は
 型よりも高い確率で爆発的星形成活動を伴うことや，爆発的星形成活動が AGN の活動性を引き起こして
いることを示唆する観測事実が多数発見され始めている。このように，爆発的星形成活動は，AGN と何ら
かの物理的関連があることが示唆されているが，その物理メカニズムは明らかにされていない。
　本論文では，AGN タイプと爆発的星形成活動の関係を明らかにするために，爆発的星形成領域から放出
されたガス雲について，AGN や爆発的星形成活動に起因する重力や輻射圧を考慮した 3 次元動力学計算を
行った。その結果，爆発的星形成領域起源のガス雲は AGN 遮蔽に寄与でき，構造は clumpy であることを
明らかにした。さらに本論文では，AGN の活動性と爆発的星形成活動の物理的関係を明らかにするため，
爆発的星形成領域からの輻射圧による中心核ガス円盤の収縮という輻射流体力学的効果を，観測データを用
いて検証した。その結果，爆発的星形成活動の内側に分布するガス円盤のサイズは，輻射流体力学モデルに
基づく理論予測と一致することが分かった。さらに，輻射圧の効果が強く効くほど AGN の活動性が高まる
傾向を見いだすことができた。そして，これらの研究結果に基づき，爆発的星形成活動による AGN の形成
と進化について新しい物理的な解釈を提案した。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　活動銀河中心核は，30 年来ブラックホールアクリーションとそれを取り巻く遮蔽ガストーラスによって
統一的に理解されるとする AGN GUT の枠組みで理解されてきた。最近になって，遮蔽ガストーラスによっ
て中心核方向が隠されているとされる 2 型 AGN について，銀河中心核を取り巻く爆発的星形成が付随する
確率が高いことがわかってきた。これは，AGN GUT の枠組みでは理解できないものであり，AGN と爆発
的星形成の物理的結びつきという新たなパラダイムを必要としている。本論文では，AGN の遮蔽物質が，
爆発的星形成起源のガス雲である可能性を示し，それは AGN GUT で考えられてきたようなトーラス形状
のものではなく，clumpy なガス雲状態で存在しているという新たなモデルを提唱した。また，爆発的星形
成の輻射圧が，中心領域の圧縮と AGN の活動性を引き起こしている可能性を見出した。これらは，AGN
と爆発的星形成の連動という新たなパラダイムを考える上で，重要な知見であり，その学術的意義は高く評
価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
